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コフェミニズムの観点から作品を分析した Cheryl J. Fish の論文、作品の分析を通じてダ
ナ・ハラウェイのサイボーグ理論を批判的に発展させた Julie Sze の学際的研究、作品に見
られるコスモポリタン・フェミニズムを分析した Shameen Black の論文、日米のトランス
ナショナルなジェンダーや人種のポリティクスを国民の言説や家族形態から分析した





































 本章では、My Year of Meats に描かれた生活世界の悪化を、作品に描かれたさまざまな




























































































うように。そこには、死んでいる（“Main Street is dead”(56)）としかいいようのない感じ
が漂っている。 























































































































































































































































































こなっている。My Year of Meats の主要なテーマのひとつである DES というホルモン剤の
投与も、禁止されているにもかかわらずおこなわれている。 
























































































































































































































































































































































































Emily Cheng は、“MEAT AND THE MILLENNIUM: Transnational Politics of Race and 






















































 本章では、空間の荒廃という観点から My Year of Meats を分析した。第一節では、空間
























































ワイフ！』の製作に携わった一年間の物語である。本章では、Shameen Black が“Fertile 
Cosmofeminism: Ruth L. Ozeki and Transnational Reproduction”で述べるように、“the 





























































































































































































































































は、“Her story traces a shift from a passive audience to an active one, detailing her 











































































































































































































































































 第三章では、第一章、第二章で述べてきた生活世界の悪化にたいする抵抗と創造を My 























































































































































































































































































































































































































































 それでも、他者は、ジェーンの魂のうちに入りこむ。Shameen Black は、ジェーンが主
婦たちを撮影するエピソードの構造について次のように述べる。 
 
As the novel progresses, the episodic structure of filming the wives begins to 
provide Jane with a network of feminist contacts that she cultivates and crafts 
 54 










As Jane covertly gathers the footage for the chilling documentary of the meat 
industry, the final product reflects the collaboration of multiple American wives 
who provide Jane with the information, the images, and the inspiration to edit the 




















































































 Julie Sze は、“Boundaries and Border Wars: DES, Technology, and Environmental 
Justice”において、葛のストーリーについて、“Kudzu is an ambiguous metaphor for both 
Jane and the author, representing both freedom and danger in the flows and 










































































第一章では、空間の荒廃という観点から My Year of Meats を分析した。第一節では、空











のは、My Year of Meats に描かれた食肉業界の変容にみられる、情報経済とグローバル経
済の発展であり、それにともなう都市の不均等発展である。そして、都市の不均等発展に
よって二極化する生活世界のもとでの、セキュリティによる都市空間の再編において築か
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